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地域地域にに
根ざした活動、根ざした活動、
さらにさらに前前へへーー

議事は２ページ参照

令和8年5月28日、西川アイプラザ多目的
ホールにおいて、岡山市老人クラブ連合会定
時総会を開催しました。総会では、高橋会長
のあいさつ、大森市長からの「のばそう！健康
寿命、担おう！地域づくりを」の実現に向けた
力強い激励の言葉をいただきました。
総会後は、認知症と交通安全をテーマにし

た2つの記念講演を開催。暮らしに役立つ知
識を学び、健康で安心して暮らせる地域づく
りへの意識を高めました。



令和８年９月１日 第 98 号（2）

私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

令
和
8
年
度
　
定
時
総
会

令
和
8
年
5
月
28
日
、
令

和
8
年
度
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
会
則
に
基
づ

き
高
橋
会
長
が
議
長
を
務

め
、
正
会
員
4
1
4
名
中
、

出
席
82
名
、
委
任
状
提
出

1
9
7
名
の
計
2
7
9
名
に

よ
り
総
会
の
成
立
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

  

報
告
事
項

令
和
8
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

令
和
8
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

令
和
7
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

  

決
議
事
項

○�

第
1
号
議
案
令
和
7
年
度
収
支
決
算

に
つ
い
て
（
監
査
報
告
書
）
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
て
、
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
と
安
定
し
た
運
営
を
目
指
し
、

収
支
に
関
す
る
質
問
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
真
剣
な
表
情

で
話
を
聞
き
な
が
ら
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
、
今
後
の
活
動
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
雰
囲

気
の
中
で
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

記
念
講
演
①

　
認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　
も
っ
と
知
ろ
う

定
時
総
会
終
了
後
、
岡
山
市
立
市
民

病
院
の
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
・
田

中
美
帆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
認
知
症

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を

聴
講
し
ま
し
た
。

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の

か
を
は
じ
め
、
そ
の
種
類
や
早
期
発
見

の
サ
イ
ン
、
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
る

方
へ
の
適
切
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
認
知
症
へ
の
理
解

役職名 氏　名 選出区
会 長 高橋　三穂 北区西老連

副 会 長

小泉　三郎 北区東老連
喜多　一博 北区西老連
藤木省一郎 中 区 老 連
戸田　　隆 南 区 老 連
秋山　　満 東 区 老 連
遠山　寿枝 女 性 部 会

理 事

二宮　敏男 北区東老連
石田　恵三 北区西老連
守屋八洲夫 中 区 老 連
笠石　為人 南 区 老 連
岩堂　健治 東 区 老 連

監 事
神﨑　博志 北区東老連
曽我　堯一 東 区 老 連

令
和
8
年
度 

岡
山
市
老
連
役
員
名
簿
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

月 日 事業名（会場）
令和8年

４
５ 28日 定時総会・講演会

（西川アイプラザ　多目的ホール）
６ 18日 第48回健幸福祉演芸大会

（西川アイプラザ　多目的ホール）

7
9〜
10日

中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会
（ピュアリティまきび　孔雀の間）

15日 岡山市・高松市老連交流演芸のつどい
（サンポートホール高松）

27〜
29日

第51回老人趣味の作品展　
（本庁舎１階　市民ホール）

8 広報誌『桃太郎シニア岡山第98号』発行
9 16日 岡山市シニア教養講座

（岡山市役所７階　大会議室）
10 22日 第36回老人クラブグラウンド・ゴルフ大会

（六番川水の公園　多目的広場）※予備日23日
11 12日 第63回岡山市高齢者福祉大会

（西川アイプラザ　多目的ホール）
12 11日 高松市・岡山市老連交流グラウンド・ゴルフ

大会（岡山ドーム）
令和9年

1 広報誌『桃太郎シニア岡山第99号』発行
2 17日 校区会長研修会(新庁舎15階　大会議室）
3

令和 8 年度 (2026 年度 ) 行事予定令和 8 年度 (2026 年度 ) 行事予定

う
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
認
知
症
へ
の
備
え
や
地
域
医
療

の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

  

記
念
講
演
②

自
転
車
安
全
運
転
の
ス
ス
メ

講
演
で
は
、
岡
山
西
警
察
署
交
通
官

の
河
本
貴
文
警
視
か
ら
、
交
通
事
故
の

発
生
状
況
や
現
在
の
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
青
切
符
制
度
の
導
入
前
後
で

変
わ
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
親
し
み
や
す
い
語

り
口
に
、
会
場
は
時
折
笑
い
に
包
ま
れ

な
が
ら
も
、
交
通
安
全
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
す
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
交
通
ル
ー

ル
へ
の
理
解
を

深
め
、一
人
ひ

と
り
が
安
全
意

識
を
高
め
る
こ

と
で
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
に
つ

な
げ
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し

た
。

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、「
転
ば
ぬ
先
の

杖
、
転
ん
だ
後
の
市
民
病
院
！
」
と
い

岡山西警察署 交通官 河本 貴文 警視

岡山市立市民病院
認知症看護認定看護師
田中 美帆 氏
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

学
び
を
地
域
の
活
動
へ

令和
8年度

7
月
9
日
・
10
日
の
2
日
間
、
岡

山
市
の
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」
で

「
令
和
8
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
、
中
国
・
四
国
各
県
・
指

定
都
市
か
ら
多
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
河
野
敦
子
参
事
に
よ
る
「
今

後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
振
興
に
向

け
て
」
の
基
調
報
告
に
続
き
、「
健
康

づ
く
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
及
び
生
き

が
い
活
動
」
と
「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
支
え
合
い
と
生
活
支

援
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
県
の
特

色
あ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
か
ら
は
和
気
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
「
交
流
と
健
康
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
～
和
気
町
老
連
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
発
表
し
、

地
域
や
行
政
と
連
携
し
た
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
、「
会
員
増
強
の
取
組

と
後
継
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
解
散
し

た
ク
ラ
ブ
の
再
結
成
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
活
動
な
ど
、

魅
力
あ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
片
岡
学
氏
に
よ
る

歴
史
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
高
橋
会
長
が
2
日
間
の
研

修
を
総
括
し
、
参
加
者
は
学
び
を
今

後
の
健
康
づ
く
り
や
支
え
合
い
活

動
、
会
員
増
強
に
生
か
す
こ
と
を
確

認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

中国・四国ブロック中国・四国ブロック
老人クラブリーダー研修会老人クラブリーダー研修会

片岡学氏による歴史講演片岡学氏による歴史講演
「岡山の礎を築いた宇喜多直家・秀家親子」「岡山の礎を築いた宇喜多直家・秀家親子」

高橋会長高橋会長河野参事河野参事

和気町老人クラブ和気町老人クラブ
連合会による発表連合会による発表
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岡
山
市
北
区
高
松
地
区
は
、
日
本

史
上
に
お
い
て
織
田
信
長
と
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
天
下
統
一
に
向
か
う
時
代
を

語
る
時
、
重
大
事
件
と
さ
れ
る
本
能

寺
の
変
で
必
ず
登
場
す
る
場
所
で
あ

り
ま
す
。

今
か
ら
4
4
4
年
前
の
天
正
10
年

（
1
5
8
2
年
）、
信
長
の
命
を
受
け
た

秀
吉
は
3
万
の
大
軍
を
率
い
て
毛
利

方
の
最
先
鋒
で
あ
っ
た
高
松
城
と
対
峙

し
ま
す
。

高
松
城
の
あ
っ
た
場
所
は
湿
地
帯
で

深
田
や
沼
沢
に
囲
ま
れ
た
平
城
で
人

馬
の
進
み
に
く
い
要
害
の
城
で
あ
っ
た

た
め
、
攻
め
あ
ぐ
ね
た
秀
吉
は
城
主
清

水
宗
治
に
利
を
も
っ
て
降
伏
す
る
よ
う

に
勧
め
ま
す
。

し
か
し
主
家
毛
利
へ
の
義
を
重
ん
じ

た
宗
治
は
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
秀
吉

は
参
謀
黒
田
官
兵
衛
の
策
を
取
り
上

げ
水
攻
め
を
決
行
し
ま
す
。
3
㎞
に

及
ぶ
堤
を
わ
ず
か
12
日
間
で
完
成
さ

せ
、
梅
雨
時
で
増
水
し
た
足
守
川
の
水

を
流
し
込
み
高
松
城
を
湖
上
に
孤
立

地
域
の
歴
史
と
文
化
を

�

守
っ
て
い
く
活
動

�

高
松
新
生
会
　
会
長
　
瀬
島
　
義
正

さ
せ
ま
す
。

6
月
2
日
未
明
、
本
能
寺
の
変
で

信
長
は
明
智
光
秀
に
討
た
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
知
ら
せ
を
秀
吉
は
毛
利
方
に

も
れ
ぬ
よ
う
に
か
た
く
秘
め
「
今
日
中

に
和
議
を
詰
め
ば
、
毛
利
か
ら
領
士
は

取
ら
ず
宗
治
の
首
の
み
で
城
兵
の
命
も

助
け
る
」
と
説
き
ま
す
。
宗
治
は
主
家

の
安
泰
と
部
下
5
0
0
0
人
の
命
と

ひ
き
か
え
に
自
ら
の
切
腹
を
承
諾
し
ま

す
。
戦
い
に
負
け
て
の
切
腹
で
は
な

く
、
自
分
の
命
を
主
家
へ
の
義
と
部
下

の
た
め
に
差
し
出
し
た
宗
治
も
武
士
の

鑑
と
ほ
め
た
た
え
ま
し
た
。

信
長
の
死
を
毛
利
方
が
も
っ
と
早
く

知
っ
て
い
た
ら
事
態
は
変
わ
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
歴
史
に
「
も
し

～
た
ら
」
と
い
っ
て
も
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
自
ら
の
死

を
選
ん
だ
宗
治
の
決
断
は
辞
世
の
句

「
～
名
を
高
松
の
苔
に
残
し
て
」
の
言

葉
通
り
、
あ
っ
ぱ
れ
の
武
士
の
鑑
と
し

て
高
松
の
み
な
ら
ず
全
国
に
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
日
本
史
上
有
名
な
地

に
暮
ら
す
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
松
城

址
を
き
れ
い
に
守
り
続
け
る
た
め
、
毎

週
土
曜
日
の
朝
に
清
掃
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

本
丸
跡
に
は
建
物
な
ど
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
宗
治
の

時
代
か
ら
生
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

数
多
く
の
巨
木
が
風
雪
に
耐
え
て
根
を

張
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
巨
木
た
ち
の
大
量
の
落
ち
葉

に
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら
も
、
仲
間
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

庄内学区

私達の私達の地域地域を紹介しますを紹介します
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私達の私達の地域地域を紹介しますを紹介します

歴史と行事
国ヶ原シニアクラブ
会長　西村　正己

御津南学区

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て

平
井
学
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
奥
岩
　
純
治

平井学区

岡
山
市
北
区
国
ヶ
原
に
、
昭
和
40

年
5
月
9
日
、
ク
ラ
ブ
葉
桜
会
を
発

足
し
、
令
和
2
年
に
私
が
7
代
目
会

長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

葉
桜
会
は
、
平
成
8
年
4
月
、

国
ヶ
原
老
人
ク
ラ
ブ
友
愛
会
（
略
称

国
ヶ
原
友
愛
会
）
に
名
称
変
更
し
、

平
成
23
年
4
月
、友
愛
会
を
3
ク
ラ
ブ

（
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
北
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
・
国
ヶ
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
に
分

割
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
会

員
数
1
7
3
名
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
に
は
60
周
年
を
迎
え
、
記
念

行
事
で
は
岡
山
県
笑
い
ヨ
ガ
協
会
理

事
長
万
代
京
央
子
先
生
を
お
招
き

し
て
「
健
康
づ
く
り
は
笑
い
か
ら
」

を
お
話
し
い
た
だ
き
会
場
が
非
常
に

明
る
く
な
り
楽
し
い
時
間
が
流
れ
ま

し
た
。

笑
う
こ
と
（
笑
顔
を
作
る
こ
と
）

で
脳
中
の
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
と
い
う

化
学
物
質
が
で
き
、
心
理
状
態
が
良

く
な
り
、1
日
を
気
分
良
く
元
気
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
集
中
力
、
記
憶
力

ア
ッ
プ
、
脳
の
回
転
が
良
く
な
り
、
血

流
を
増
や
し
、
血
液
に
多
く
の
酸
素

を
運
び
、
認
知
症
の
予
防
に
な
り
心

の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
信
頼
関
係
も

作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

私
が
以
前
、
京
央
子
先
生
の
お
話

を
い
た
だ
い
た
の
は
岡
山
県
老
人
福

祉
大
学
と
市
老
連
で
す
。
非
常
に
中

身
の
あ
る
お
話
で
し
た
の
で
、60
周
年

の
行
事
に
お
招
き
す
れ
ば
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
の
で
は
と
思
い
、
ご
無

理
を
言
っ
て
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
笑
う
こ
と
は
い
い
こ
と
で

す
。
毎
日
良
く
笑
う
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。

私
が
会
長
に
就
任
し
た
2
0
0
4

年
（
平
成
16
年
）
当
時
は
、
5
つ
の

単
位
ク
ラ
ブ
に
約
2
5
0
名
の
会
員

が
在
籍
し
て
お
り
、
懇
親
と
知
識
を

深
め
る
た
め
の
1
泊
旅
行
や
日
帰
り

旅
行
に
は
40
～
50
名
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
講
習
会
や
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
講
習
会
に
は
1
0
0

名
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
会
員
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
自
然
減
員
と
単
位
ク
ラ
ブ

の
後
任
会
長
の
選
任
困
難
を
理
由
に

3
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
ま
し

た
。
一
時
期
は
積
極
的
に
新
規
入
会

者
の
勧
誘
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

思
う
よ
う
に
は
会
員
の
増
員
が
得
ら

れ
ず
、
現
在
は
単
位
ク
ラ
ブ
が
2
つ

と
な
り
、
会
員
も
60
名
程
度
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
え
高
齢
化
も
進
ん

だ
こ
と
で
各
種
の
行
事
等
の
開
催
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
お
よ
び
岡
山
市
中
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
演
芸
大
会
な
ど
に
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
組

織
が
あ
る
旨
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
、
全
会
員
へ
書
面
に
よ
る
啓
発
活

動
を
実
施
し
活
動
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

令
和
7
年
度
に
実
施
し
た
啓
発

活
動
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す

と
、
①
春
・
秋
に
実
施
さ
れ
る
交
通

安
全
市
民
運
動
期
間
前
に
注
意
事

項
の
お
知
ら
せ
（
岡
山
市
が
作
成
し

た
チ
ラ
シ
添
付
）
②
現
在
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
と
幼
稚
園
の
解

体
お
よ
び
、
そ
の
地
へ
の
平
井
子
ど

も
園
新
築
工
事
の
お
知
ら
せ
③
時
季

に
あ
わ
せ
た
中
秋
の
名
月
と
月
の
呼

び
名
の
お
話
④
救
急
安
心
カ
ー
ド
作

成
の
様
式
配
布
（
必
要
事
項
を
記

載
し
て
目
立
つ
場
所
に
置
く
）
⑤
校

区
会
長
研
修
結
果
の
概
要
報
告
⑥

必
要
に
応
じ
て
、
岡
山
市
老
連
お
よ

び
中
区
老
連
の
行
事
、
会
議
等
の
結

果
報
告
な
ど
の
お
知
ら
せ
（
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
本
来
の
事
業
等
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
）
⑦
そ
の
他
と
し
て
は
、

平
井
学
区
地
域
づ
く
り
会
議
が
主

催
し
て
原
則
月
1
回
行
う
「
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
ひ
ら
い
」
に
会
員
5
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
参
加

な
ど
で
す
。

会
員
を
増
や
す
た
め
の
何
か
良
い

方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

私の故郷
西祖福寿会

　会長　橋本　茂樹

御休学区

唄
で
巡
る
ふ
る
さ
と
の
旅
!!

民
謡
と『
ち
く
わ
笛
・
野
菜
笛
』

津
高
永
楽
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
神
﨑
　
博
志

横井学区

私
の
住
ん
で
い
る
御
休
地
区
は
、

岡
山
市
の
玄
関
口
に
あ
た
り
ま
す
。

家
で
も
玄
関
が
つ
ぶ
れ
た
ら
お
客
様

は
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
、と
の
思
い
で

大
変
厳
し
い
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
中
、高
齢
者
中
心
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

御
休
の
名
前
は
明
治
18
年
に
明
治

天
皇
御
一
行
が
行
幸
さ
れ
て
、一
日
市

の
一
里
塚
で
ご
休
息
に
な
ら
れ
た
こ

と
で
、
御
休
の
名
前
が
つ
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

地
域
行
事
の
中
に
全
て
の
町
内
会

長
と
各
委
員
会
役
員
の
合
同
で
長
く

続
い
て
い
る
「
御
休
の
集
い
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
地
区
の
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
ま
り
、
演
技

を
し
、
町
内
の
人
で
屋
台
を
出
し
て
、

飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
、
作
品
作
り
を

し
た
り
と
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
す
。

地
区
の
中
に
は
、
国
指
定
史
跡
の

前
方
後
円
墳
の
「
浦
間
茶
臼
山
古

　

令
和
7
年
8
月
31
日
、
津
高
公
民

館
2
階
会
議
室
で
87
名
の
参
加
を
得

て
、
令
和
7
年
度
津
高
地
区
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
「
教
養
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
遠
藤
会
長
の
あ
い
さ

つ
後
、
早
速
、
桃
太
郎
の
か
ら
く
り

博
物
館
館
長
の
住
宅
正
人
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
気
象
予
報
士
で
も
あ
る
が
当
た
る

時
、当
た
ら
な
い
時
と
色
々
？
と
話
す

〇
唄
で
巡
る
ふ
る
さ
と
の
旅
で
は

●�

四
ツ
拍
子
（
備
前
国
／
農
村
盆
踊

り
唄
） 

高
い
山
か
ら
谷
底
み
れ

ば
ョ　

瓜
や
茄
子
の
花
盛
り
ョ　

ア
レ
ワ
ヨ
ィ
ヨ
ィ
ヨ
ィ

●��

こ
ち
ゃ
え
（
備
前
国
／
城
下
町
祭

礼
唄
）

備
前
岡
山
西
大

寺
町
大
火
事
に

今
屋
が
火
元
で

五
十
五
軒　

コ

チ
ャ
今
や
が
火
元

墳
」
が
あ
り
ま
す
。
地
元
を
上
げ

て
、
み
ん
な
で
そ
の
維
持
管
理
・
保

存
に
取
り
組
み
、
今
は
古
墳
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
い
る
西
祖
福
寿
会
で
は
、
お

大
師
様
の
清
掃
活
動
や
花
壇
整
備
、

公
園
整
備
、
老
人
ホ
ー
ム
の
清
掃
活

動
・
児
童
の
見
守
り
登
校
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
等
、
ま
た
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
で
の
あ
っ
ぱ
れ
桃
太
郎
体
操
・
輪

投
げ
・
誕
生
会
・
食
事
会
等
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

お
盆
に
開
催
さ
れ
る
お
大
師
祭
り

は
、
地
区
役
員
で
立
案
・
企
画
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
地
区
民
全

員
が
飲
ん
で
、
食
べ
て
、
花
火
を
し
、

盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て

高
齢
社
会
も
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
80
歳
近
く
で
も
第
一

線
で
、町
内
の
若
い
人
と
話
し
が
で
き

る
。
体
力
で
は
劣
っ
て
も
気
力
で
は

若
い
人
と
同
じ
よ
う
に
活
動
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
い
る
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く

な
っ
た
ら
、
こ
の
地
を
離
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
良
い
思
い
出
を

持
っ
て
い
れ
ば
将
来
、
お
嫁
さ
ん
や

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
、

ま
た
こ
の
地
に
帰
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
私
の
さ
さ
や
か

な
希
望
で
す
。

で
五
十
五
軒　

コ
チ
ャ
エ　

コ
チ
ャ

エ　

と
民
謡
を
懐
か
し
く
美
声
で
唄

い
感
動
し
た
。

〇
【
ち
く
わ
笛
】
の
作
成
で
は
配
布

し
た
「
ち
く
わ
」
の
先
端
の
上
部
を

噛
ん
で
食
べ
て
、
下
部
を
噛
ん
で
食

べ
て
作
成
完
了
。
吹
い
て
音
を
出
し

て
み
よ
う
！
上
手
く
い
か
な
い
、

再
々
噛
ん
で
食
べ
て
、
再
々
噛
ん
で

食
べ
て
笛
の
ピ
ー
と
音
が
出
た
人
・

噛
ん
で
食
べ
て
噛
ん
で
食
べ
て

「
ち
く
わ
」
が
な
く
な
っ
た
人
…
ビ
ー

ル
が
欲
し
い
！！ 

と
思
い
楽
し
く
作

成
感
あ
り

●�

レ
ン
コ
ン
笛
で
『
天
城
越
え
』
！ 

迫
力
感
あ
り

●�

ゴ
ー
ヤ
笛
で
『
ふ
る
さ
と
』
！ 

哀
愁
感
あ
り

●�

下
津
井
節
（
備
前
国
／
下
津
井
遊

興
唄
）

下
津
井
港
は
ヨ　

入
り
よ
う
て
出
よ

う
て
ヨ　

ま
と
も
巻
き
よ
て
ま
ぎ
り

よ
て
ヨ　

ト
コ
ハ
イ　

ト
ノ
エ　

ナ

ノ
エ　

ソ
レ
ソ
レ
！！

　

唄
あ
り
！ 

笛
あ
り
！ 

笑
い
あ

り
！ 

悔
し
さ
あ
り
！ 

笑
顔
あ
り
！ 

感
動
あ
ふ
れ
る
時
間
で
し
た
。

住宅館長住宅館長



令和８年９月１日 第 98 号（8）

令
和
8
年
6
月
18
日
、
西
川
ア
イ

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
第
48
回
健
幸
福

祉
演
芸
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

地
区
・
各
ク
ラ
ブ
の
出
演
者
が
、
歌
や

踊
り
を
中
心
に
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
と

声
援
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
出
演
者
一

司会の司会の
曽我さん曽我さん 加藤市社協副会長加藤市社協副会長 中原副市長中原副市長

高橋会長高橋会長
あいさつあいさつ

人
ひ
と
り
が
心
を
込
め
て
舞
台
に
立
ち
、

来
場
者
も
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
で
も
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
成
果
を
発
表

し
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
大
会
と
な
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

尺八　初鶯尺八　初鶯
（明楽　宗寿さん）（明楽　宗寿さん）

謡曲 吉野天人謡曲 吉野天人（寳藏　史朗さん）（寳藏　史朗さん）
日舞　みだれ髪日舞　みだれ髪

（岡田　八重子さん）（岡田　八重子さん）
舞踊　さわらジャー舞踊　さわらジャー

（大治　智慧子さん）（大治　智慧子さん）

傘踊り　河内おとこ節傘踊り　河内おとこ節
（小西　良子さんら 9 人）（小西　良子さんら 9 人）

創作ダンス　ダンシングヒーロー創作ダンス　ダンシングヒーロー
 （末房　秀子さんら 10 人） （末房　秀子さんら 10 人）

河内おとこ節河内おとこ節
（田宮　義行さんら 2 人）（田宮　義行さんら 2 人）

社交ダンス　タンゴ社交ダンス　タンゴ
（田中　克郎さんら 2 人）（田中　克郎さんら 2 人）

健
幸
福
祉
演
芸
大
会

健
幸
福
祉
演
芸
大
会

第48回

華華
ややかか
なな

舞
台
舞
台
にに

日舞　長良川艶歌日舞　長良川艶歌
（太田　芳枝さん）（太田　芳枝さん）

日舞　月物語日舞　月物語
（角南　啓子さん）（角南　啓子さん）

笑
顔
笑
顔

るる

ふふ

田口市議会議長田口市議会議長



令和８年９月１日（9）第 98 号

戸田副会長　閉会の言葉戸田副会長　閉会の言葉

俺でいいのか俺でいいのか
（三井　健さん）（三井　健さん）

ブランデーグラスブランデーグラス
（小林　公彦さん）（小林　公彦さん）

別れの夜明け別れの夜明け
（江見　清秀さん）（江見　清秀さん）

人生夫婦坂人生夫婦坂
（大場　真澄さん）（大場　真澄さん）

 人生道なかば 人生道なかば
（山下　貞夫さん）（山下　貞夫さん）

がんばらないでヨがんばらないでヨ
（大谷　百合子さん）（大谷　百合子さん）

恋の終わりの恋の終わりの
名古屋にひとり名古屋にひとり

（森山　啓子さん）（森山　啓子さん）

こころの心杖こころの心杖
（光森　哲己さん）（光森　哲己さん）

酒場ひとり酒場ひとり
（山本　房江さん）（山本　房江さん）

シクラメンのかほりシクラメンのかほり
（河村　宏行さん）（河村　宏行さん）

恋の終わりの名古屋に恋の終わりの名古屋にひとりひとり
（蔭山　和子さん）（蔭山　和子さん）

大阪情話大阪情話
（田羅　洋子さん）（田羅　洋子さん）

 あんた あんた
（光森　豊さん）（光森　豊さん）

母の顔母の顔
（人見　昭さん）（人見　昭さん）

母娘じょんがら母娘じょんがら
（川田　公子さん）（川田　公子さん）

 聖母たちのララバイ 聖母たちのララバイ
（古家野　静子さん）（古家野　静子さん）

風雪ながれ旅風雪ながれ旅
（又森　將次さん）（又森　將次さん）

母の顔母の顔
（大場　農さん）（大場　農さん）

華華
やや

舞
台
舞
台
にに

笑
顔
笑
顔
ああ

れれ
るる

ふふ



令和８年９月１日 第 98 号（10）

私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

大
正
生
ま
れ
の
会
員
が
卒
業
し
て
、

全
員
が
昭
和
生
ま
れ
に
な
っ
て
、
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
ク
ラ

ブ
で
5
番
目
の
高
齢
者
と
な
り
ま
し

た
。会

員
に
な
っ
て
20
年
に
な
り
ま
す
が

入
会
当
時
70
人
の
会
員
が
、
今
は
40
人

を
き
る
現
状
で
す
。

老
人
が
少
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
老
人
会
の
活
動
が
時
代
に

合
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
考
え
て
み
ま

し
た
が
全
体
的
な
傾
向
の
よ
う
で
す
。

70
代
の
皆
さ
ん
に
声
は
掛
け
て
み
る
の

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
若
い
気
分
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
会
員
獲
得
は
進
み
ま
せ

ん
。
何
も
か
も
都
市
化
の
せ
い
に
は
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
集
合
住
宅
の
方

と
一
人
暮
ら
し
の
方
に
頑
張
っ
て
声
掛

け
を
し
て
い
る
の
で
す
が
成
果
が
上
が

り
ま
せ
ん
。

政
治
の
世
界
で
は
初
め
て
の
女
性
総

理
も
誕
生
し
、
我
が
ク
ラ
ブ
も
3
分
の

2
は
女
性
で
す
。
も
っ
と
女
性
の
会
長

が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
昭
和
14
年
生
ま
れ
の
87
歳
。
十

高
齢
化
と
都
市
時
代
の

�

流
れ
の
中
で

福
富
東
ふ
た
ば
ク
ラ
ブ
　
前
会
長
　
馬
場
　
正
彦

分
な
老
人
で
す
。
昔
の
話
は
で
き
る
だ

け
し
な
い
よ
う
に
生
き
て
き
ま
し
た
が
、

お
隣
り
ご
近
所
、
町
の
人
々
が
話
し
合

い
、
生
活
し
て
い
た
時
代
が
懐
か
し
く

思
わ
れ
ま
す
。

災
害
な
ど
が
起
こ
る
と
、
皆
さ
ん
手

を
取
り
合
っ
て
頑
張
り
ま
す
が
岡
山
の

よ
う
に
災
害
の
少
な
い
恵
ま
れ
た
地
域

だ
と
「
他
県
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
る
か
ね
」
と
心
配
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
の
は
子

ど
も
の
頃
、
部
外
者
扱
い
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
村

の
人
に
は
、
私
の
家
族
は
東
京
か
ら
の

疎
開
者
な
の
で
す
。
父
親
は
東
京
府

（
都
）
新
宿
区
役
所
職
員
で
あ
っ
た
た

め
中
央
線
の
阿
佐
ヶ
谷
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。

昭
和
20
年
、
終
戦
の
年
は
東
京
に
も

雪
が
積
も
っ
た
年
で
し
た
。
3
月
10
日

に
両
国
を
中
心
に
大
空
襲
が
あ
り
、

10
万
人
を
超
え
る
死
者
が
出
ま
し
た
。

東
京
全
体
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
の
目

標
に
な
っ
た
と
こ
れ
を
見
た
親
た
ち
は

考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

父
の
里
で
あ
る
岡
山
県
和
気
郡
鶴
山

村
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

疎
開
の
中
で
私
に
は
、
仲
間
は
ず
れ
期

間
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
言
葉
、
東

京
の
言
葉
は
相
当
き
ざ
っ
ぽ
く
聞
こ
え

た
よ
う
で
す
。
遊
び
も
服
装
も
、
80
年

前
は
ぞ
う
り
で
し
た
の
で
靴
を
履
く
と

め
ず
ら
し
が
ら
れ
ま
し
た
。
喧
嘩
も
仕

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
も
自
分
の
ほ
う
か
ら
他
人
に
話

し
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
は
そ
の
頃
か

ら
の
私
の
仲
間
に
入
り
た
い
行
動
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
の
役
所
の
仕
事
を
や
め
て
父
が

帰
っ
た
の
は
昭
和
23
年
で
し
た
。
戦
後

の
田
舎
で
の
生
活
は
そ
れ
は
そ
れ
は
大

変
で
し
た
。
中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
生

活
費
か
ら
学
費
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
ぎ

ま
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
と
き
私
た
ち
日
本

国
民
は
皆
反
省
し
ま
し
た
。
兵
士
と
し

て
何
百
万
人
、一
般
人
を
何
千
万
人
も

犠
牲
に
し
て
や
っ
と
戦
争
は
終
わ
っ
た

の
で
す
。

80
年
た
っ
て
何
か
節
目
が
来
た
み
た

い
で
す
。
我
が
国
は
他
国
の
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
工
夫
と
知
恵
を
出
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

世
界
に
は
ス
イ
ス
と
い
う
先
輩
が
あ

る
で
は
な
い
で
す
か
。

福浜学区

私達の私達の地域地域を紹介しますを紹介します
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ひ
と
り
暮
ら

し
の
A
さ
ん
は
毎
日
買
い
物
に
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
日
、
娘
さ
ん
が
A
さ
ん

の
家
に
行
っ
て
み
ま
す
と
、
冷
蔵
庫
の
中

が
豆
腐
の
入
っ
た
パ
ッ
ク
な
ど
で
あ
ふ

れ
て
い
て
、
野
菜
室
で
は
野
菜
が
腐
っ
て

い
ま
し
た
。
娘
さ
ん
は
、A
さ
ん
に
「
ど

う
し
て
同
じ
も
の
ば
か
り
、
た
く
さ
ん

買
う
の
？
野
菜
も
腐
っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
！
」
と
怒
り
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
A

さ
ん
は
知
ら
ん
顔
、
翌
日
も
買
い
物
に

行
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
、

夫
と
ふ
た
り
暮
ら
し
の
B
さ
ん
、
最
近
、

貯
金
が
気
に
な
り
、
預
金
通
帳
を
毎
日

見
て
い
ま
し
た
が
、
時
々
通
帳
が
ど
こ

に
行
っ
た
か
分
か
ら
な
く
な
り
、
こ
の
1

か
月
で
3
回
も
通
帳
の
再
発
行
を
申
請

し
ま
し
た
。
娘
さ
ん
は
父
親
（
夫
）
と

相
談
し
て
B
さ
ん
か
ら
預
金
通
帳
を
取

り
上
げ
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、

B
さ
ん
は
娘
さ
ん
に
毎
日
、
通
帳
を
返

す
よ
う
に
何
度
も
電
話
を
し
て
、
娘
さ

ん
は
困
り
果
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
話
は
、
認
知
症
の
方
に

共
通
し
た
行
動
で
あ
り
、
外
来
で
も

時
々
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
う
し
た
行
動

に
対
し
て
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

A
さ
ん
の
よ
う
に
同
じ
も
の
を
買
う

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
あ
る
娘
さ
ん

は
、「
同
じ
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
食

べ
き
れ
な
い
の
で
、
ご
近
所
に
配
っ
て
回

ろ
う
ね
」
と
言
っ
て
そ
の
よ
う
に
さ
れ

ま
し
た
。
娘
さ
ん
の
怒
り
を
親
に
見
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
う
し
た
行
動
は

治
ま
り
ま
し
た
。

　

B
さ
ん
の
よ
う
に
預
金
通
帳
に
こ
だ

わ
っ
た
り
、
な
く
し
た
り
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
あ
る
ご
家
族
は
毎
日
の
よ
う
に
一

緒
に
通
帳
を
見
て
確
認
、
通
帳
に
関
係

の
な
い
話
も
和
や
か
に
し
つ
つ
、
通
帳
を

保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
の
行
動
で
ご
家
族
が

困
っ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら

よ
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
わ
か
る

こ
と
は
、
ご
家
族
な
ど
周
囲
が
正
論
を

言
っ
た
り
良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
り
し

た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
事
態
を
拗
ら
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
か
な
か
難
し
い
課
題
に
は
な
り
ま

す
が
、
普
段
か
ら
認
知
症
の
ご
本
人
の

思
い
を
聞
い
た
り
汲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

否
定
を
し
な
い
で
、
寄
り
添
う
姿
勢
で

時
間
を
か
け
て
ど
う
す
る
の
が
よ
い
の

か
探
る
こ
と
、
周
囲
の
専
門
家
と
も
相

談
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
方
向
で
対
応
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

拗らせる
岡山赤十字病院
・精神神経科　
岡山市認知症疾患
医療センター
� 中島　誠

医 療 コ ラ ム
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

1. 危険な兆候を確認しよう
１．膨張：バッテリーが膨らんでいる場合は、危険信号です。直ちに使用をやめましょう。  
２．異臭：焦げたような臭いがする場合、それは火災の前触れです。放置せず確認してください。 
３．発熱：通常以上にバッテリーが熱くなっている場合は、使用を控えるべきです。  
４．充電不良：充電がうまくいかない際も、異常が潜んでいる可能性があります。
これらの兆候が1つでも当てはまる場合、迷わずその機器の使用を中止してください。

2.日常での安全な使用ポイント
１．充電の場所１．充電の場所：布団やソファなど燃えやすい場所での充電は避ける。  
２．純正品の使用２．純正品の使用：充電ケーブルは純正品を使用し、非純正品や劣化したものを使わない。  
３．衝撃３．衝撃：落下や強い衝撃を機器に与えないよう注意を払う。 
４．分解しない４．分解しない：バッテリーを自分で交換したり、内部を触ったりしない。  
５．熱の管理５．熱の管理：車内などの高温環境で使用や保管をしない。
これらを守ることで、日常の中で火災リスクをぐっと減らすことができます。

3.火災が発生したらどうする？
１．距離を取る１．距離を取る：火花や煙が激しく出ている場合は近づかない。  
２．消火２．消火：火の勢いが収まったら可能な範囲で水や消火器を使用する。
３．水没３．水没：大量の水で内部の温度を十分に下げる。  
４．通報４．通報：慌てずすぐに119番通報し、消防に対応を依頼する。

近年、充電式の電子機器やモバイルバッテリーなどのリチウムイオン
電池製品が私たちの生活の中で欠かせないものとなりました。しかし、こ
れらの機器の適切な使用と管理を怠ると火災が発生する可能性がありま
す。特に高齢者の皆さまには「気付き」による予防が重要です。今回は、
リチウムイオン電池製品による火災を防ぐ方法をご紹介します。

リチウムイオン電池製品リチウムイオン電池製品によるによる岡山市消防局からのお知らせ

4.使用済みバッテリーは適切に廃棄
使い終わったバッテリーや劣化したリチウムイオン

電池製品は、決して一般ゴミとして廃棄しないでくだ
さい。不適切な処理が火災を引き起こす原因になり
ます。廃棄する際は、資源化物回収日に各地域で決
められた「資源化物ステーション」の灰色コンテナ
へ、必ず袋に入れて処理を行いましょう。

火災火災を防ぎましょうを防ぎましょう
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

令和7年中、岡山県内では交通事故により41人の方が亡くなっています。
このうち、半数以上の23人が65歳以上で、うち18人は75歳以上でした。

ドライバーの方へ
　65歳以上の運転者に主な原因がある交通死亡事故は15件発生し
ており、そのうち11件は正面衝突及び自損事故です。
　運転中に疲れや不調を感じたときは、決して無理をせず、運転を
中断し、休憩してください。無理をすると、注意力散漫となり交通
事故につながる可能性が高まります。
　これらの交通事故は、運転者自身が運転に集中して、しっかりと前を見て運転していれば防ぐことができます。基本
的な交通ルールを守って、交通事故を起こさないように運転をしましょう。
　また、運転に不安を感じている方や、家族などから運転について心配されることが増えた方などは、重大な交通事故
を起こしてしまう前に、最寄りの警察署等にご相談ください。

自転車利用者の方へ
　今年の4月から自転車への交通反則通告制度（いわゆる青切符）が導入されて
います。
　自転車の交通ルールを遵守して、安全・安心な自転車の利用に努めてください。
　また、令和5年4月からは、すべての自転車利用者に対して、乗車用ヘルメットの
着用が努力義務となっています。
　頭部を守ることは、命を守ることにつながります。自転車に乗る際は、必ずヘル
メットを着用しましょう。

  歩行者の方へ
　夕暮れ時や夜間・早朝は、昼間と比べて、ドライバーから
見えにくくなるため、交通事故に遭う危険性が高まります。
　明るい色の服を着て、夜光反射材やLEDライトを必ず着
用し、目立つことで自分自身を守りましょう。
　また、道路を横断する場合は、左右の安全をしっかり確認
することはもちろん、近くに横断歩道がある場合は、横断歩
道を利用しましょう。

岡山県警察からのお知らせ

ヘルメット
着用

高齢者高齢者のの交通事故防止交通事故防止



令和８年９月１日 第 98 号（14）

私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

事　例

自宅の固定電話に宅配業者を名乗る自動音声で、
「○○（宅配業者）からの重要なお知らせです。
受取人が不在のため、届けられなかった荷物が
あります。オペレーターにつなぐには1番を押し
てください」と連絡が
あった。1番を押す
と、オペレーターが出
てきて、「確認するの
で、名前と住所を教えてくださ
い。」と言われた。

事　例

機種変更のために携帯電話ショッ
プに行き、同系列の端末を勧めら
れ契約した。家に帰り、契約書を確

認したところ、よく
わからない不要なオ
プションなどが付け
られているうえ、セ
キュリティソフトも契
約させられていた。

携帯電話の契約携帯電話の契約

自動音声による不審な電話にご注意を！自動音声による不審な電話にご注意を！

不要なオプションは付いていないですか？不要なオプションは付いていないですか？

岡山市消費生活センターからのお知らせ は慎重に！は慎重に！

アドバイス

★�身に覚えのない不審な電話は、すぐに切るようにしましょう。
★��オペレーターに繋がる番号を押してしまっても、個人情報を
教えないようにしましょう。

★�宅配業者以外にも、大手通信会社や公的機関を名乗る場合も
あります。自動音声の情報はうのみにせず、公式ウェブサイ
ト等で注意喚起がされていないか確認しましょう。

★�固定電話だけでなく、携帯電話に電話がかかってくることも
あります。“＋”から始まる番号は海外からの着信なので、
特に警戒しましょう。

アドバイス

★�携帯電話を買い替える際などに、不要なオプションを付けられていたと
いった相談が寄せられています。

★�契約の際には、契約内容をしっかり確認し、よく分からない場合は契約し
ないようにしましょう。オプション等を勧められても、必要ない場合ははっ
きり断りましょう。

★�契約書もその場でよく確認し、不要なオプションや契約が付いてないか、
月々の支払額はいくらになるかなどを確認しましょう。

★�一人で不安な方は、ご家族やご友人に同席してもらいましょう。
★�不要な契約をさせられている場合は、すぐにショップに解約を申し出ましょう。

１番を

押して

ください
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

岡山市老人クラブ連合会事務局
電話番号：086-232-1102

 

あなたの想いを仲間に伝えませんか？
広報誌『桃太郎シニア岡山』

原稿には①所属老人クラブ、②氏名をご記人の上、
関連写真・資料などを添付してください。

分量は400字詰め原稿用紙２枚以内。文芸は３句
（首）まで。なるべく原稿用紙を使用してください。 
なお、原稿や写真・資料などは返却できません。

また、編集の都合上、多少の修正や長文などはカッ
トする場合があることをご了承ください。

投稿にあたって

「桃太郎シニア岡山」99 号発行に向けて、
会員の皆さま方からの投稿をお願いします。
文芸「詩・歌・俳句・川柳」、また、単位クラブの活動
状況身近な出来事などの投稿をお待ちしております。

募集内容

原 稿 募 集

令和9年 1月 11月13日(金)

原稿締め切り日次回99号発行予定投
稿
先
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私たちは、桃太郎シニア岡山の活動を応援しています

編
集
後
記

　
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
朝
夕
に

は
少
し
ず
つ
季
節
の
移
ろ

い
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

熱
中
症
へ
の
警
戒
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
の
で
、
水
分
補

給
や
十
分
な
休
息
を
心
が

け
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り

や
交
流
の
機
会
が
続
き
ま

す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で

参
加
し
、
仲
間
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

元
気
に
残
暑
を
乗
り
切
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
協
賛
い
た
だ
い
た

皆
様
へ
御
礼

　
こ
の
度
、岡
山
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
広
報
誌
「
桃

太
郎
シ
ニ
ア
岡
山
」
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
、広
告
掲

載
の
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
な
に
と
ぞ
末

永
き
ご
厚
誼
、ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

清
涼
会
　
林
金
太
郎
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

梅
雨
明
け
百サ

ル
ス
ベ
リ

日
紅
咲
き
夏
本
番

　
猛
暑
対
策
緑
陰
読
書

里
山
の
稲
田
眺
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
操
山
写
り
カ
エ
ル
が
歌
う

気
が
付
け
ば
転
勤
人
生
五
十
年

　
郷
に
入
り
て
は
郷
に
従
が
え

�

悠
々
ク
ラ
ブ
　
寶
藏 

史
朗

何
十
年
経
し
も
戦
に
散
り
し
父
の

　
命
日
祭
に
社
頭
に
向
か
う

海
外
の
戦
場
に
眠
る
戦
没
者

　
遺
家
族
集
い
民
に
伝
え
ん

七
月
の
炎
熱
の
島
で
逝
き
し
父

　
命
日
祭
に
参
り
て
想
う

岡山市老人クラブ連合会事務局の岡山市老人クラブ連合会事務局の

移転移転及び及び電話不通電話不通のお知らせのお知らせ 短
　
歌
会
員　令和8年9月14日（月）から市老連事務

局が移転しますので、お知らせいたします。

移転前：岡山市保健福祉会館9階
（岡山市北区鹿田町一丁目1－1）

　移転後：岡山市役所　新庁舎11階
　　　　 高齢者福祉課内
　　（岡山市北区大供一丁目1－1）

※電話番号（232-1102）とファックス番号

（803-1754）の変更はありません。

　また、9月11日（金）は電話回線移転作業
のため、市老連事務局への電話は不通とな
ります。

株式会社ニチコミ　神戸市中央区栄町通 1-2-7 大同生命神戸ビル 7 階 ☎ 078-333-7707 編集協力


